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論    文    の    要    旨 






[Co2Fe2]環状四核錯体における ETCST 挙動について述べている。第 2 章では、[Co2Fe2]環状四核錯体







い。[Co2Fe2]環状四核錯体に Co K吸収端に対応する高輝度 X線を照射した結果、X線吸収スペクトル
(XAS = X-ray Absorption Spectrum)に顕著な変化が観測された。熱誘起 ETCSTに基づくスペクトル変化
との比較から、[Co2Fe2]環状四核錯体は Co K吸収端を高輝度 X線で励起することでほぼ 100％の X線




































 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（ 理学 ）の学位を受けるに十分な
資格を有するものと認める。 
